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平
成
5
年
度
下
半
期

財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す

区
で
は
、
区
の
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
財
政
状

況
を
年
2
回
、
6
月
と
1
2月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
5
年
度
下
半
期
の
執
行

状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図
表
は
平
成
6
年
3
月
3
1日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

平成5 年度一般会計予算現額構成比

区有財産の状況

区民一人あたりの区民税負担額と区支出額

平成5 年度各会計予算執行状況

◎
特
別
区
債
の
現
在
高

区
の
施
設
、
道
路
、
公
園
な
ど
、
大

規
模
な
建
設
事
業
等
に
は
、
一
時
的
に

‘

多
額
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
財
源
補
充
の
た
め
、
区
が
長
期
に
わ

た
っ
て
借
り
入
れ
た
資
金
の
状
況
が
、

特
別
区
債
の
現
在
高
で
す
。

特別区債の現在高

一時借入金

5年度下半期( 10
月1日～3月31
日) には、借入は
ありませんでし
た。

5
年
度
下
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
こ
ど
も
科
学
館
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
」
オ
ー
プ
ン

マ
平
成
泉
橋
開
通

マ
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
日
の
出
」、「
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
完
成

ワ
東
伊
興
庄
区
セ
ン
タ
ー
完
成

▽
千
寿
桜
小
学
校
完
成

ワ
管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組
曲
石

が
街
に
」発
表

▽
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

▽
公
共
下
水
道
整
備

▽
都
市
計
画
道
路
整
備

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
予
算
課

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
(
代
)

東伊興住区 センター

足立 区 議会
副議長決まる

5月26日に足立区議会臨時会が
開かれ、新副議長に山本明渡議員
(公明党) が選出されました。

山本明 儀副議長

初夏 の 彩 り も 鮮 や かに

満開の花しょうぶを
お楽しみく ださい

木
々
の
緑
の
中
に
一
際
映
え
る
紫
や

白
の
花
-

。
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
の
花

し
ょ
う
ぶ
が
、
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
『
酔
美
人

』「
薄
化

螟

な
ど
約
4
0種
3
千
5
0
0株の
花
が
、

園
内
の
5
つ
の
し
ょ
う
ぶ
田
で
一
斉
に

開
化
す
る
様
子
は
圧
巻
で
す
。

ま
た
、6
月
H
・
1
2日
に
は
、
園
内

で

「
み
ど
り
と
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
夕

が

開
催
さ
れ
ま
す
。
し
ょ
う
ぶ
の
株
分
け

教
室
や
ふ
れ
あ
い
動
物
園
な
ど
、
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

【
交
通
】
地
下
鉄
千
代
田
線
北
綾
瀬
駅

下
車

徒
歩
1
分

◎ 毎月1 日( EXP) ・10日 ・25日発行
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

年

金

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
い
で

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
情
や
病
気
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ガ

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
印
か
ん
・
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

書
を
持
参
し
剛
一
民
年
金
課
・
区
民
事
務

所
で
印
請
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
の
方

で
免
除
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
要
肅

頡
が
違
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
卜
-
中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係
　
3
8
8
0
)
i
O
'
-
1
6
1

国
民
年

金
6
0
歳
説
明
会

日
時
・
1
6
月
2
1
日
(
火
)
、
午
前
1
0
時
と

乍
後
2

時
の
2

回
(

受
付
は

、
開
始
3
0

分
前
か
ら
)

場
所
に
l中
央
本
町
庁
舎

対
象
9

昭
和
9

年
7

月
2

囗
I
8

月
1

日
生
ま
れ
の
方
(

対
象
者
に
は
別
に
通

知
)

内
容
a
年
金
制
度
の
仕
組
み
と

受
給
手
続
き
の
説
明
/
個
別
相
談
(
受

付
順
)

問
先
ド
中
央
本
町
庁
舎
・
適

用
係

　
了
8
8

旦
5
1
5
1

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

国
民
年
金
の
年
金
額
が
、
平
成
6
年

4
月
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

(表
土

。な
お
、新
年
金
額
で
の
支
払

い
は
6
月
分
か
ら
(
老
齢
福
祉
年
金
は
8

月
分
か
ら
)
で
す
。

問
先
d
中
央

本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

表1　 平成6 年 度年 金額表

= 老齢福祉年金を受給し てい る方
は 、水道料金が減免になり ます。
く わし くは、中央本町庁舎 ・国民
年 金罠、哈付係 　3880- 5165

税

金

ご
存
じ
で
す
か

前
納
報
奨
金
制
度

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴
収

分
は
、
6
月
3
0
日
ま
で
に
一
度
に
年
税

額
を
納
め
る
と
、
前
納
報
奨
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
金
額
は
全
期
前
納
用
納
付

書
に
・
記
載
し
て
あ
り
ま
す
(
第
4
期
分

の
田
%
に
相
当
す
る
。
罰
一
で
2
万
5
F
円

限
度
)
。
納
め
る
と
き
は

、
必
ず
「
全
期

前
納
用
納
付
書
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
　

(
あ
ら
か
じ
め
報
奨
金
額
は
差
し
引
い

て
あ
り
ま
す
)
。
納
付
丿
各
金
融
機

関
・
区
民
事
務
所
・
納
税
課
窓
口
問

先
-
中
央
本
町
庁
舎
・
収
納
係

へ
3
8
8
0
)
5
1
0
9

福

祉

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
・
児
童
育
成

手
当
の
現
況
届
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

6
月
始
め
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送

し
ま
し
た
。
現
況
届
は
、
平
成
6
年
度

(平
成
6
年
6
月
～
7
年
5
月
)
の
手

当
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
届
で
す
。

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
記
載
さ
れ
て
い

る
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
同
封
の
返
信
用
封
筒
(
切
手
不

要
)
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
6
月
か
ら

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

現
況
届
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
で
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
な
お
現
況
届
の
用
紙
が
届
い

て
い
な
い
方
は
、
児
童
助
成
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

期
限
h
6

月
3
0日

間
先
一
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

保
育
園
の
入
園
案
内

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
蜴
気
等
の

理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
随

時
、
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齢
に

よ
っ
て
は
空
き
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
問
先
=
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧

(福
)医
療
証
は

7
月
1
日
切
り
替
え
で
す

6
5歳
か
ら
6
9歳
ま
で
の
方
が
現
在
お

持
ち
の
医
9
証
は
、
6
月
3
0日
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。
新
し
い
医
療
証
は
6

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
方
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
老
人

保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
/
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
方
/
社
会
保
険
の
被
保
険
者
(
本

人
ン
生
活
保
護
(
医
療
扶
助
)
受
給
中

の
方
/
制
限
額
を
超
え
る
所
勞
の
あ
る

方
(
表
3
)

問
先
-
千
庄
本
庁
舎
・

高
齢
者
医
療
係

表3　(福) 所得制限限度額
( 平成6年7月1日～7年6月30日適用)

: 采 難 圈 海 藻771

迴£訝7 邦 渭凄丿 男

出
産
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
を
か
か
え
る
家
庭
が
、
経
済

的
な
理
由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費

用
で
入
院
・
出
産
の
で
き
る

入
院
助

産
制
芦

が
あ
り
ま
す
。

対
象
h
妊

娠
7
ヵ
月
以
上
の
区
民
/
前
年
度
分
符

別
区
民
税
が
非
課
税
、
ま
た
は
前
年
分

听
肘
税
額
が
1
万
6
千
巓
円
以
下
の
世

帯

申
・
問
先
i
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(

表
2
)

募

集

水
質
検
査
　
ア
ル
バ
イ
ト

期
間
‥
-
7
月
～
平
成
7
年
3
一
月
の
間
で

指
定
す
る
日
(
2
0
日
～
6
0
日
倥
)
時

間
9

午
前
9

時
～
午
後
4

時

対
象
=

大
学
で
化
学
か
薬
学
を
履
修
済
み
(

在

学
中
可
)

の
方

、
次
た
は
衛
生
検
査
技

師
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数

-
若
十
名
日
額
り
9
チ
R
円
選
考

り
書
類
選
考
、
面
接
申
込
-
矚
歴
書

郵
送
期
限
=
6
月
2
0
日
(
消
印
有
効
)

塲
・
申
・
問
先
4
環
境
課
調
査
担
当
〒

1
2
0
中
央
本
町
1
-
-
5
L
3
険
査
セ
ン
タ

1
内
　
(
3
8
8
0
匸
D
3
7
5

生

活

環

境

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を
!

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
し
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
は
、
自
動
車
、
工
場
、
ビ
ル
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
、
炭
化
水

素
な
ど
の
大
気
中
の
汚
染
物
質
が
、
太

陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
化
学
反
応
を
起

こ
し
発
生
し
ま
す
。
目
や
ノ
ド
を
刺
激

し
た
り
、
植
物
に
も
被
害
を
あ
た
え
ま

す
。
注
意
報
・
警
報
な
ど
が
出
た
と
き

は
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の

と
き
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
る
べ
く
外
に
出
な
い
/
屋
外
運

動
は
止
め
て
室
内
に
は
い
る
/
自
動
車

の
運
転
は
で
き
る
だ
け
し
な
い
/
目
や

ノ
ド
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
洗
眼

や
う
が
い
を
す
る

※
被
害
を
受
け
た

と
き
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

問
先
-
千
庄
本
庁
舎
・

環
境
課
調
整
係

図
書
館
の
臨
時
休
館

次
の
図一
館
で
は
、
図
黻
特
別
整
理

等
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
他
の
図
書
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
常
東
図
書
館
…
6
月

1
8
日
1
2
7
日
/
江
北
図
一
館
…
6
月
1
9

日
～
2
9
日
/
中
央
図
書
館
・
:
6
月
2
5
日

I
7
月
6
日

問
先
り
中
央
図
春
館

　
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
につく

ら
れ
た

部
落
差
別
(
1
)

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
は
、
身
分
制
度
の
歴
史
を
知
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
、
支
配
者
で
あ
る
戦
国

大
名
に
と
っ
て
、
自
分
の
立
場
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
、
民
衆
の
大
部
分

を
占
め
る
曜
民
を
、
ど
の
よ
う
に
支

配
す
る
か
が
↑へ
き
な
課
題
で
し
た
。

農
民
か
ら
支
配
権
勺
の
平
に
つ
い

た
豊
臣
秀
否
は
、
民
衆
の
力
を
知
り

す
ぎ
る
ほ
ど
知
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
農
民
の
力
を
も
ぎ
と
り
、

完
全
に
支
配
す
る
た
め
に
、ま
ず
万

狩
り
」で
大
衆
の
武
器
を
取
り
上
げ
。

「
検
地
」
に
よ
っ
て
農
民
を
田
畑
に

縛
り
つ
け
ま
し
た
。

刀
狩
り
や
検
地
は
、
農
民
か
ら
武

器
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

武
士
と
農
民
と
を
分
離
さ
せ
、
そ
の

身
分
を
固
定
化
す
る
目
的
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
政
策
が
、
江
戸
時
代
に

な
り
徳
川
蘓
吋
の
民
衆
支
配
の
必
要

か
ら
、
毎
分
制
厚
と
し
て
・確
立
さ

れ
て
い
く
の
で
す
。

磴
川
幕
衍
が
、
全
人
口
の
7
ら
し

か
な
い
武
士
階
級
を
も
っ
て

、
圧
倒

的
多
数
で
あ
る
民
衆
を
支
配
で
き
た

の
は
、
武
力
を
独
占
し
て
い
た
こ
と

で
す
。

こ
の
武
力
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
や
法
律
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
強
力
に
す
す
め
ら

れ
た
の
が
こ
士
・
晨
・
エ
・
商
」
と

い
わ
れ
る
身
分
制
度
で
す
。

ご
同
和
問
題
に
闃
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、F
庄
木
庁
溽
・
同
和
対
策

担
当
へ
。

古
千
谷
・
舎
人
地
区
の
皆
さ
ん
へ

住
居
表
示
実
施
案
を
公
示
し
ま
す

区
で
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
が

便
利
な
町
に
な
る
よ
う
、
住
居
表
示

を
進
め
て
い
ま
す
。
次
の
地
域
は
、

平
成
7
年
7
月
実
施
予
定
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
実
施
案
は
、6
月
1
0

口
か
ら
7
月
1
0口
ま
で
公
示
し
ま

す
(
左
図
)
。
公
示
暖
、
区
議
会
の
農

決
を
得
て
決
ま
り
ま
す
。

対
象
=

古
千
哲
一
丁
五
丁
目
、
古
千
谷
町
、

舎
人
二
・
三
丁
目
の
全
部
/
舎
人
一

丁
目
・
入
谷
町
・
壽
人
町
の
一
部

問

先
‥・示
央
木
町
7
舎
・
住
居
表
示
担

七

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

古千谷・舎人地区の
区域新設および変更図

◎ 児童文学作家「古田足日( たるひ) 」氏講演会　6月25日( 土) 、午後2時～3時30分/花畑西小学校/100人( 先着順) /無料/平子　3840- 9331
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健

康

健
康
づ
く
り
サ
ー
ク
ル

「
ひ
ま
わ
り
」会
員
募
集

体
操
・
学
習
会
等
を
通
し
て
、自
分

た
ち
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
会
で

す
。日
時
1
6
月
2
1
日
(
火
)
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
中
高

年
の
方

勇
性
の
方
も
ど
う
ぞ
)

内

容
=
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ナ

ー
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
(
勣
き
や

す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
)

費

用
―
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
健
康
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
は
毎
月
第
3

火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す

場
・
問
先

―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

女
性
の
尿
失
禁

予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
1
6
月
2
7
日
・
9
月
8
日
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
女
性

内
容
―
尿
失
禁
の
改
善
と
予
防
の
講

義
/
骨
盤
体
操
ほ
か

定
員
=
2
0
人

(先
柵
順
)

費
用
=
無
料

場
・
甲

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

痴
呆
性
高
齢
者

家
族
会

痴
呆
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
の
会
で
す
。
毎
月
I
回
、
お
互
い
の

悩
み
を
話
し
合
い
専
門
医
の
意
見
を
参

考
に
し
て
家
族
の
接
し
方
を
学
ん
で
い

ま
す
。

対
象
=
東
和
保
健
相
談
所
管

内
に
住
ん
で
い
る
痴
呆
性
高
齢
者
の
家

族

塲
・
申
・
問
先
―
東
和
保
健
相
談

所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

食
と
健
康
教
室

足
り
て
い
ま
す
か
?

カ
ル
シ
ウ
ム

日
時
1
6
月
2
2
・
2
9
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
骨
粗
し
ょ
う

症
を
予
防
す
る
た
め
、
骨
を
丈
夫
に
す

る
食
生
活
と
運
動

持
物
=
1
日
目
…

普
段
使
用
し
て
い
る
ご
飯
茶
わ
ん
、
主

食
用
小
皿
、
は
し
、
筆
記
用
具
/
2
日

目
:
白
本
手
ぬ
ぐ
い
、
運
動
靴

定
員
1
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
り
無
料

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

精
神
保
健
講
座

心
の
病
「
分
裂
病
」の
は
な
し
(
2
日
制
)

日
時
1
6
月
2
5日
、7
月
9
日
、
午
後
2

時
～
4
時

内
容
=
精
神
分
裂
病
の

治
療
法
/
精
神
分
裂
病
と
の
つ
き
あ
い

方
(
主
に
家
族
の
接
し
方
)

講
師
り

宮
内
勝
氏
(
東
大
病
院
精
神
神
経
科
医

師
)

定
員
萢
丿
人
(
先
着
順
)

費

用
―
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
h

東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

消
化
器
(
胃
・
大
腸
)
が
ん
検
診

日
程
等
―
表
4

対
象
汢
J
歳
以
上
の

区
民

費
用
=
無
料

申
込
=
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、
検
診
日
・
場
所
(
第
3
希

望
ま
で
)
、消
化
器
が
ん
検
診
希
明恩
明

記

期
限
=
7
月
に
受
診
を
希
望
す
る

方
は
6
月
2
0日
/
8
月
、9
月
に
受
診

を
希
單
す
る
方
は
受
診
希
望
の
前
月
2
0

日

汰
受
診
票
は
、
検
診
月
の
前
月
末

ま
で
に
送
付
し
ま
す

申
・
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0千住

―
-
4
-
1
8

表4　 消化器がん検診日程

夏
に
向
か
っ
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
(
2
日
制
)

日
時
I
A
コ
ー
ス
・
:
6
月
2
8
・
3
0
日
/

B
コ
ー
ス
‘
・
・
7
月
5
・
1
5
日
、い
ず
れ

も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象

=
食
べ
過
ぎ
の
気
に
な
る
方
/

減
量
し

た
い
と
お
考
え
の
方

内
容
=

運
動
と

食
事
に
よ
る
正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
方
法

持
物
=

筆
記
用
具

、
普
段
使
っ
て
い
る

ご
飯
茶
わ
ん

、は
し

定
員
ふ
J

人
(
先

着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
り
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ス
ト
レ
ス
と
う
つ

働
き
盛
り
の

ス
ト
レ
ス
管
理
法

日
時
9
6
月
2
9
日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
ス
ト
レ
ス
と

の
付
き
合
い
方
/
自
分
で
対
応
し
き
れ

な
い
時
の
相
談
な
ど

講
師
り
倉
本
英

彦
氏
(
国
立
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
医
師
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

場
・
申
・

問
先
g
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
1
6
月
2
4
日
・
:
午
前
1
0
時
～
正

午
/
7
月
5
日
・
・
・
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分

対
象
1
‥骨
粗
し
ょ
う
症
を
予

防
し
た
い
方

内
容
丿
骨
を
丈
夫
に
す

る
食
事
と
運
動

持
物
=

筆
記
用
具

、

普
段
使
っ
て
い
る
ご
飯
茶
わ
ん

定
員
=
2
0

人
(先
着
順
)
費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

お

知

ら
せ

建
築
物
等
の
解
体
工
事
で
の
お
願
い

最
近
、
建
築
物
等
の
解
体
工
事
で
、

騒
音
や
ふ
ん
じ
ん
等
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
体
工
事
を

す
る
時
に
は
、
近
隣
の
方
々
ヘ
エ
亊
の

期
間
・
工
法
等
に
つ
い
て
周
知
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
こ
わ

し
て
生
ま
れ
る
ゴ
ミ
は
、
通
常
、
建
設

廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
が
。
木

ク
ズ
は
チ
ッ
プ
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

は
再
生
砕
石
な
ど
と
し
て
再
活
用
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
特
定

建
設
作
業
に
該
当
す
る
作
業
を
行
う
と

き
は
、事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。
問

先
=
千
庄
本
庁
舎
・
建
築
指
導
課
紛
争

調
整
係
、
ま
た
は
環
境
課
指
導
第
∵

第
二
係

工
場
等
の
設
置
の
届
出
・

公
害
防
止
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

工
場
を
設
置
す
る
事
業
者
は
、
あ
ら

か
じ
め
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
東
京
都
公
害
防
止
条
例
の
定
め

に
よ
り
認
可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。現
在
無
認
可
で
操
業
し
て
い
た
り
、

認
可
は
受
け
て
い
る
が
設
備
機
械
の
変

更
認
可
を
受
け
て
い
な
い
工
場
は
、
た

だ
ち
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
工
場
以
外
に
指
定
作
業
場
に
該
当

す
る
事
業
所
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

区
で
は
、
中
小
企
業
の
方
々
が
公
害
発

生
を
防
止
し
、
快
適
な
環
境
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
と
す
る
公
害
防
止
資
金

の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
の

で

、ご
利
用
く
だ
さ
い
(
表
5
)
。
申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
環
境
課
指
導
第

丁

二
係

表5　 公害防止資金の種類「
足
立
区
環
境
整
備
指
導
要
綱
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

「
足
立
区
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
な

ど
に
伴
う
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
」

の
改
正
を
受
け
て
、「
足
立
区
環
境
整
備

指
導
要
綱
」
も
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

◆
主
な
改
正
点

▽
開
発
許
可
基
準
の
変
更
に
伴
い
開
発

計
画
書
、
建
築
協
定
、
雨
水
流
出
抑
制

等
の
適
用
範
囲
の
拡
大

▽
集
合
住
宅

建
設
事
業
に
係
る
居
住
水
準
の
向
上
、

駐
輪
場
の
附
置
台
数
の
増

マ
公
共
施

設
用
地
提
供
に
つ
い
て
の
細
目
化

ワ

商
店
街
建
築
物
の
適
用
範
囲
の
拡
大
な

ど

施
行
予
定
日
=
7
月
1
日

※
く

わ
し
く
は
、
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
開
発
指
導
係

綾
瀬
川
が
少
し
き
れ
い
に

草
加
市
の
浄
化
施
設

稼

働

開

始

全
国
一
級
河
川
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
綾
瀬
川
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
、
草
加
市
松
原
団
地
の
不
要

と
な
っ
た
汚
水
処
理
場
を
利
用
し
て
、

水
路
の
浄
化
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

4
月
2
5日
に
通
水
式
が
行
わ
れ
た
こ
の

施
設
は
。
河
川
懇
談
会
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
建
設
省
と
草
加
市
が
協
力
し

て
建
設
し
た
も
の
で
す
。
綟
瀬
川
の
支

流
「
川
戸
落
と
し
」
か
ら
毎
秒
O
・
1
5

㎡
の
水
を
取
り
入
れ
て
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
。
水
の
汚
れ
(
B
O
D
=

生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
の
7
5
%を
除

い
た
後
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
き
れ
い
に

な
っ
た
水
は
綾
瀬
川
に
合
流
し
。
5
%

程
度
の
水
質
の
改
善
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
松
原
団
地
駅
の

北
西
に
あ
り
ま
す
。

問
先
=
環
境
課

調
査
担
当

(
3
8
8
0
)
5
3
7

に
J

緑
の
大
敵

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
6
月
と
8

月
の
年
2
回
発
生
し
、
樹
木
に
被

害
を
も
た
ら
す
害
虫
で
す
。
越
冬
し

た
サ
ナ
ギ
が
白
い
小
さ
な
ガ
に
な
っ

て
産
卵
し
、
6
月
中
旬
に
卵
が
か
兄

り
ま
す
。
幼
虫
(
毛
虫
)↓
サ
ナ
ギ
↓

成
虫
(
が
)↓
産
卵
↓
幼
虫

と
な
り
、
8
月
に
2
回
目

の
被
害
が
で
ま
す
。
6
月

に
完
全
に
退
治
す
れ
ば
、
8
月
に
は

ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま
せ
ん
。

□
巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
葉
の

裏
側
に
群
か
っ
て
巣
を
つ
く
り
ま

す
。
始
め
は
、
葉
の
表
皮
だ
け
を
残

し
て
食
べ
る
の
で
、
葉
が
透
け
て
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
巣
の
う
ち

に
駆
除
す
る
の
が
最
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。
好
ん
で
産
卵
す
る
プ
ラ
タ
ナ

ス
、
桜
、
カ
キ
、
柳
な
ど
は
特
に
注

意
し
て
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

□
巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
葉
を

切
り
、
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
す
ぐ
に
焼

却
し
て
く
だ
さ
い
。
2
～
3
日
も
放

置
す
る
と
、
幼
虫
が
散
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
見
つ
け
し
だ
い
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
。

一
斉
に
発
生
す
る
た
め
、
駆
除
も
一

斉
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各

家
屁
の
樹
木
(
庭
木
)
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
に
駆
除
の
責
任
が
あ
り
ま

す
。
高
さ
が
5
m
以
上
あ
る
樹
木
、

所
有
者
不
明
の
樹
木
な
ど

駆
除
が
困
難
な
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

学
校
。
公
園
、
街
路
は
管
理
者
が
駆

除
し
ま
す
。
な
お
、
地
域
で
駆
除
す

る
方
の
た
め
に
、
各
区
民
事
務
所
で

薬
剤
と
動
力
噴
霧
機
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

衛
生
指
導
係

こんなセールス
にご 用心!

士(さむらい)商法

こ
の
商
法
は
、
行
政
書
士
・
中
小

企
業
診
断
士
・
税
理
士
と
い
っ
た
資

格
が
簡
単
に
と
れ
る
と
言
っ
て
、
教

材
の
販
売
、
講
座
の
受
講
を
勧
め
る

商
法
で
す
。
ま
る
で
公
的
機
関
で
あ

る
恚
ひ
な
名
前
を
使
い
、
動
務
先
な

ど
に
電
話
で
勧
誘
す
る
こ
と
が
多

く
、
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
よ
く
ね

ら
わ
れ
ま
す
。

電
話
で
の
勧
誘
の
た
め
、
つ
い
面

倒
に
な
っ
て
契
約
し
て
し
ま
い
、
そ

ん
な
に
簡
単
に
資
格
が
と
れ
る
は
ず

も
な
く
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。も

し
、
あ
な
た
に
こ
ん
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
、
適
当
に
相
手
に

な
っ
て
い
る
と
。
脈
が
あ
り
そ
う
だ

な
"
と
思
っ
て
何
回
で
も
し
つ
こ
く

勧
誘
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
初
に

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

(消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

掲
示
板

□
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
橦
試
験
(
税

務
)
第
1
次
試
験
日
=
9
月
1
1
‥
日

(
日
)
受
験
資
格
=
昭
和
4
9
年
4
月

2
日
～
5
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

内
容
=
高
校
卒
業
程
度
申
込
先
=

人
事
院
関
東
事
務
局
〒
1
0
0
千
代
田

区
大
手
町
1
-
3
1
3
大
手
町
合

同
庁
舎
第
3
号
館
受
付
=
7
月
1

日
～
8
日
(
消
印
有
効
)
問
先
=
東

京
国
税
局
人
事
第
二
課

(
3
2
1
6
)
6
8
1
1

足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
や
さ
し
い
労
働
法
(
足
立
教
室
)

日
時
a
7
月
5
・
7
・
1
2日
、
午
後
6

時
1
5分
1
8
時
4
5分

場
所
=
北

千
住
駅
ビ
ル
7
階
w
I
z
サ
ロ
ン

内
容
=
労
災
補
償
の
実
務
知
識
/
労

基
法
改
正
の
再
チ
ェ
ッ
ク

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

費
用
a
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
9
都
・
王

子
労
政
事
務
所

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

□
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
あ
な
た
の

年
金
の
疑
問
に
、
専
門
の
社
会
保
険

労
務
士
が
答
え
ま
す
。
日
時
=
6

月
1
3
日
(
月
)
、
午
前
9
時～
午
後
4

時

費
用
―
無
料

塲
・
問
先
=
足

立
郵
便
局

(
3
8
8
1
)
4
2
8
0

◎ 講演会『悪徳商法にだまされないために』　6月26日( 日) 、午後1時～時30分/竹の塚センター/無料/手話通訳付き/足立区ろう者福祉推進合同委員会・梨本　3879- 5461
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7
月
か
ら
宿
泊
施
設
の

申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

保
養
所
な
ど
の
宿
泊
施
設
は
、
利
用

希
望
者
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、抽
選
に
よ
る
当
選
率
を
高
め
、

少
し
で
も
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
7
月
か
ら

抽
選
(
ガ
キ
の
受
け
付
け
を
隔
月
受
付

(
2ヵ
月
に
1
度
)
に
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
8
月
以
降
の
偶

数
月
に
は
、
(
ガ
キ
の
受
け
付
け
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
'
法
意
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
「
あ
だ
ち
広
報
」
6
月
2
5

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
1
7
1

足
立
区
奨
学
生
の
募
集

平
成
7
年
4
月
か
ら
の
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
り
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
讒
た
し
て
い
る
方
…
区
内
に
引

き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
/
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
で
同
種

の
学
資
金
を
ほ
か
か
ら
借
り
受
け
て
い

な
い
/
都
内
ま
た
は
通
学
可
能
な
近
県

に
所
在
す
る
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
(
修
業
年
限
2

年
以
上
の
専
門
課
程
お
よ
び
大
学
入
学

資
格
を
得
ら
れ
る
修
業
年
限
3
年
以
上

の
高
等
課
程
)
に
入
学
を
予
定
し
て
い

る
(
在
学
中
も
回
/

学
業
成
績
が
良
好

で
心
身
と
も
に
健
全
な
方

募
集
予
定

人
員
と
貸
付
額
=
下
表
の
と
お
り

申

込
=
区
立
中
学
校
3

年
生
は
各
中
学

校
/
そ
の
他
の
方
は
学
務
第
二
課
振
興

係

募
集
期
間
1
6

月
1
0日
～
3
0日

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
学
務
第
二

課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

募集予定人員と貸付額

※ 修学資金は月額です。

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
脳
卒
中
や
事
故
、
難
病
な
ど

で
身
体
が
不
自
由
に
な
り
、
身
体
の
機

能
や
言
葉
。日
常
生
活
の
こ
と
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
方
を
対
象
に
、
次
の
よ
う

な
各
種
リ
(
ビ
リ
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ

、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

内
容
=
マ
ヒ
し
た
手
足

の
回
復
を
図
る
訓
練
/
再
発
防
止
や
機

能
維
持
の
た
め
の
健
康
管
理
/
言
葉
の

不
自
由
な
方
や
失
語
症
の
方
の
た
め
の

言
語
訓
練
/
自
助
具
等
を
利
用
し
て
料

理
を
つ
く
る
な
ど
の
家
事
動
作
訓
練
/

手
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
を
み
つ
け
る

た
め
の
訓
練
/
作
業
を
通
じ
て
就
労
を

目
指
す
訓
練
/
更
衣
動
作
や
入
浴
動
作

等
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
訓
練
/

交
通
機
関
利
用
や
移
動
動
作
な
ど
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
訓
練
な
ど

※
送
迎
バ

ス
も
利
用
で
き
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ

い

場
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
n
乙

※
国
道
4
号
線
(
日
光
街
道
)
の
東
側

お
よ
び
千
庄
地
区
の
方
は
東
部
へ
。4

号
線
西
側
お
よ
び
小
台
・
新
田
・
宮
城

地
区
の
方
は
西
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

情 報 コ ー ナ ー

夏花品評会
日時=6月16日、午後1時～5
時/6月17日、午前9時～正午
場所= 産業振興館 内 容= 区 内の
花き 農家 が栽培した夏 菊、ユリな
ど 約200 点を 展 示 ※ 16日 の午 後1
時お よび17日の午前10時 から、

先 着100人 に切り 花を配付し ます。
また 、鉢物などの即売も 行います
問 先= 中 央本町庁舎・農産 係
3880 ―5118

園芸教室
日時=6・7・12月および平成7
年3月の第3土曜日( 全4回) 、午
後1時～3時対象=区内在住の
60歳以上 の方 内容= ミニ盆栽の
育て方 定員=30 人( 抽 選) 費
用こ無 料 申 込= 直接窓口 また は
電話 期限=6 月15日 塲・申・
問先= 老人会 館 　3859- 9732

ちびっこ
野 菜 収 穫
オリエンテーリング

日時=7月23日( 二士二) 、午前9時
場所=六木中央公園( 東武バス亀
有駅北口～六ツ木都住間六木小
学校下車) 対象= 小学生以乍 の
お子さんとそ の親50組( 抽 選) 内
容= 親子でク イズをし ながら各農
園をまわり、野 菜( ジ ャガ イモ、
小松菜、枝豆等) を収 穫し ます ※
弁当、水筒、軍 手、レ ジ ャーシ ー

卜を 持参し てくださ い 費用= 無
料 申 込= 往復 ハガ キに 住所、親
子の氏名、年齢、電話番 号、厂ちぴ
っこ 野菜 収 穫 オリ エン テ ーリ ン

グ 」参加希望と明 記 期限=7 月8
日必着 主催= 足 立区 農業生産

者クラブ 申・問先= 中 央本町庁
舎・農産係 〒120中央 本町1- 17- 1

　3880 ―5118

第7回手づくりいかだレース
参加チームを募集中

日 程=7 月31日( 日) ※ 雨天荒天
の場合は8 月7 日に順 延 場所=
荒川河川敷「虹 の広場」前 対象=
小学 校4 年生以上の健康 な方 内
容= スピ ードレ ース部門( 約1km
のコ ースを周回) ・・・30艇( 2 人乗
り) / ア イデアレ ース部門( いかだ
のアイデアを競い合い ます) ・・・20
艇( 5 人以内) 費用=1 人につ
き1, 000 円( 傷害 保険 料を 含 む)
申 込= 所定の申 込用紙に 記入のう
え、郵送 または直接声 口に持 参( 先
着順) ※ 事前 説明会を7 月3 日

( 日) の午後5時30分～7時30分
に青年 センタ ーで行います。参加
費用は 、こ の際に集めます 申・
問先= 青年センタ ー
3890- 0061

クリーニング師研修会

クリーユング師の研修を区内で
次のとおり閧催します。これは、
クリーニング師の方が3年に1
回、必ず受けなければならない研
修です。また、この研修で厂特別
管理産業廃棄物管理責任者亅の資
格も取得できます。日時=7月
3日( 日) 、午前10時～午後5時
場所= 動労福祉 会館 対象= クリ
ーニング師の方 申・問先こ( 財)
東京都環境衛生営業指 導センター
　3445- 8751 ㈹

商業統計調査に
ご協力を

商業の実態を明らかにし、商業
に関する施策の基礎資料とするた
め、7 月1 日現在で「商業統計調
査」を行います。調査員が6 月下
旬から調査に伺いますので、ご協
力をお願いします。 対象= 卸
売・小売業に属するすべての事業
所 調査方法= 調査員が配布する
調査票に記入し、調査員に提出し
てください 調査項目= 商店名、
所在地、経営組織、開設年、従業
者数、年間趙品販売額など16項目
問先= 中央本町庁舎・統計係
3880- 5033

求む青年ボランティア
老人ホームの7 日間

老人ホームでの一週間のボラン
イア体験を通して、自分を見つめ、
仲間と共に社会を考えます。日
程=8月21日～28日場所=群馬
県榛名町 厂新生会老人ホ ーム」 対
象= 高校生以 上の10代・20代の青
年男女 定員=25 人( 抽選選考)
費用=1 万円 申 込= 所定の用紙
に記入唆、 郵送または窓口へ持参
期限 二6 月30 日必着 申・問先=
青年センタ ー 　3890- 0061

乾電池・紙パックの

回収場所が3カ所
増えました

6 月1 日から、 新たに次の場所
に 使用済み乾電池 ・紙パックの回
収 ポ スト を 設置 し まし た。 場
所= 千佳図書館( 千 住龍田町7- 2) /

高 齢者 在宅 サ ービ スセン タ
ー日の出( 日ノ出町27- 3) / 足立
保 健所( 伊 興町 前沼1157- 6) 問
先= 中央本町庁舎 ・リ サイクル推
進 課 　3880- 5206

フリーマーケットを
開催します

日時こ6月12日( 日) 、午前11時～
午後3 時 場所==ギ ャラクシ テ

ィ屋外駐 軍場 ※ 駐車場があり ま
せんので 、車での来場はご遠慮く

ださい。なお 、出店者の募集は終
了 し まし た 問 先= 中央 本町 庁
舎・リサ イク ル推進課
3880- 5206

障害者の
生活を豊かに

『スポーツと 健 康 Ⅲ』

障害がある人もない人も、スポ
ーツを楽しみたい気持ちは同じで
す。個々の生活にあった無理のな
い運動の取り入れ方を一緒に考え
てみましょう。厂障害者とスポーツ」
に関心のある方も、ぜひどうぞ。
日時==6月29日( 水) 、午後1時～
3 時 講師= 吉岡信太郎氏( 区

健康 体 力 づ くり 推 進室 長) 費
用= 無料 申 込= 当日直接会 場へ
場・問先= 西部障害福祉総 合セン
ター 　3853 ―0632

生涯学習館
の臨時休館

生涯学習館は、館内清掃等のた
め、次のとおり休館します。休
館日=7月1日～2日問先=生
涯学習館 　3605―7181
※ 放送大学第三学習センターも休
館となります。女と男のフリースペース

「学校の今、教師の立場から――性教育を中心に――」
日時=6月17日( 金) 、午後6時30
分～8時30分対象=区内在住・
在勤・在学の方 内容こ子供の成
長に大きな 影響を 与える学 校で、
教師は何を 考え、何を 目指して子
供たちに向 かい 合っているのでし
ょうか。性 教育や男女平等をキ ー

ワ ード に、学校や教 師の現在を 考
え てみます ゲ スト= 区 教育委員
会指導主事・伊 津寿美氏 定員=20
人( 先着J I rD 費 用= 無料 申

込= 電話 申 ・問先= 女性総合セ
ンタ ー 　3880 ―5222

ほたるの夕べ

区民 の皆さんに好 評を 傅し てい

た「ほたるの夕べ」が、4年ぶり
に復活します。小さな流星厂ほた
る」の公開展示に、ぜひご来場く
ださい。日時=6月17日～19日、
午後7時30分～9時30分場所=
生物園( 元溯江公園内) 費用=
大人100円。中学生以下無料 問
先= 水と緑の公社 　3884- 5577

「あ だち広報 」は再生 紙を 使用し てい ます H. J 240, 000


